
あかえこども園の概要

（令和 7年 10 月 1 日時点）

施 設 名 あかえこども園 施 設 の 種 類 幼保連携型認定こども園

所 在 地 赤江町１７４０－４ 電 話 番 号 ０８５４－２８－８６３４

受 入 年 齢 生後５７日～ 設 置 者 社会福祉法人やすぎ福祉会

利 用 定 員
１ 号

認 定
6名

２・３号

認 定
70名 合 計 76 名

入 所 児 童 数

０ 歳 児 １ 歳 児 ２ 歳 児 ３ 歳 児 ４ 歳 児 ５ 歳 児 合 計

8名 13 名 17 名 10 名 14 名 12 名 74 名

開 所 時 間 ７：００～１９：００

教 育 標 準 時 間

（ １ 号 認 定 ）

８：３０～１４：００

（預かり保育：月～金１４：００～１６：３０、土８：３０～１６：３０）

（延長保育：７：００～８：３０、１６：３０～１９：００）

保 育 標 準 時 間

（２・３号認定）
７：００～１８：００（延長保育：１８：００～１９：００）

保 育 短 時 間

（２・３号認定）

８：３０～１６：３０

（延長保育：７：００～８：３０、１６：３０～１９：００）

実 施 事 業 ☑延長保育 ☑預かり保育 ☑一時預かり □休日保育 □病後児保育

職 員 配 置
園長１名、副園長１名、保育教諭 8名 看護師１名、保育教諭（パート）4名

子育て支援員 1名、栄養士１名、調理師２名

施 設 の 概 要

鉄筋コンクリート造り平屋建て、園舎面積 814.00 ㎡、園庭面積 1496.00 ㎡、

乳児室面積 43.30 ㎡、保育室面積 304.70 ㎡、遊戯室面積 120.00 ㎡、

敷地面積 2310.00 ㎡

保 育 料 安来市が市民税額等に応じて決定した利用者負担額

利 用 者 負 担 、

そ の 他 の 費 用

延長保育料２００円／３０分、４００円／１時間

（登録の場合：月額２，５００円／３０分、４，０００円／１時間）

保育用品 実費

給食費（１号・２号）月額６，０００円（主食費６００円、副食費５，４００円）

保護者会費 月額５００円

行事にかかる費用は実費、

預かり保育料（１号）月額８，０００円



教 育 理 念

保 育 方 針

保 育 内 容 等

＜教育・保育理念＞

・子どもの最善の利益を守る

＜教育・保育方針＞

・乳幼児期は人として基礎を培う大事な時期です

・旺盛な活動意欲を満たしながら、ひとりひとりが能力を発揮できるよう

教育・保育をします

＜教育・保育目標＞

・ゆっくり育てよう楽しい子育て

明るく、仲良く誠実で、元気な体と豊かな心

施 設 の Ｐ Ｒ

赤江保育所として地域の皆さんに親しんでいただきましたが、平成２９年

度より幼保連携型認定こども園「あかえこども園」として新たにスタートしま

した。平成２９年度には市からの建物の譲渡に伴い、園舎内外の大規模改修工

事を行って、現在はリニューアルした安心安全な環境のもと、教育・保育を行

っています。

◎科学する心を育みます

「すごい！」「不思議」「あれ？どうしてそうなるの」と実体験を通して感じ

たり考えたりするあそびが科学する心を育みます。

◎SDGｓへの取り組み

自分たちが生きていく未来のために子どもたちと一緒に出来ることを見つ

けて取り組んでいます。

◎絵本の好きな子に（心の宝物となる絵本）

日々、「良い絵本」を子どもたちに読み聞かせること、そしてさまざまな実

体験に五感を通して感じたことばで共感することを大切にしています。

◎だんだん広場

散歩、七夕会、ミニ運動会・・・など、年に数回、祖父母や地域の方との交

流活動を行い、子ども達を大切に育ててもらっています。

◎異年齢交流保育

異なる年齢の子どもと接することでお互いが学びます。自分より年上の子

を見て真似してやってみたい向上心、自分より年下の子を見て思いやりの

気持ちや、慕われることが自信に繋がります。そうして「人と関わる力」が

育まれることを願って取り組んでいます。

◎外部講師による「運動あそび」「英語であそぼう」を行っています。

◎いちごサークル

＊毎月第 2金曜日「園開放の日」、第 4金曜日「製作などの活動・遊びの日」

お家で過ごされている親子さんを対象にこども園で一緒に楽しく遊んで、

保護者さん同士、お子さん同士の仲間づくりができることを願って行って

いる活動です。日程、準備物等は直接こども園にご連絡いただくか、市内各

所に掲示していますチラシをご覧ください。

◎ITC 化導入に伴い、あかえこども園では登降園の時間や延長保育料を管理

し、また子どもたちの様子をドキュメンテーションにして掲示しています。

こども園で過ごしている中で様々な興味・関心、発見や驚き、子どもたちの

気づきなどを教育・保育の観点から掲示するようにしています。



＜施設の写真＞

施設全景

園庭

保育室


